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京都大学総長の長尾ですrJ

今日は大変たくさ/i/の方々においでいただきまことにありがとうごさいますO私ともの高等教腎教授 システム開発

センタ-は本当にユニークなセンターで､数年前に作 られてから大学における教育の問題を多裾 畑こ頂 り扱っていま

すが､年 1回フォーラムを開催 していろいろな方々と大学教育改E勘こついてディスカッションをするのか趣旨だと伺っ

ています｡

今EL 大学は新聞やいろいろなところから批判されていますO学生がまじめに勉強 しない､先fLl.方がまじめに教育

しない､教育全体が崩壊しているのではないか等々いろいろなかたちで;-A-J=,われています｡ これは大学のみならず､小
中高等学校と大学数腎の全体を通 じてきちんとやっていかなければ､おそらくいいかたちで佃決できないと考えられ

ます｡そのなかで高等教育に関 しては､文郎科学省が大学評価を本格的にやらなければならないということで､昨年

4月から大学評価学位授与機構が､大学評価に関する専門機関として発足 しました｡大急ぎの準備の未､今年から国

立大学を中心にして評価が開始されようとLていますo大学全休の教育方針､特に全学共通科に日英日系の教育､専門/))

野の教育について評価することになっています｡京郁大学の場合は全学的な教育に関する評価とともに､医学教育に

関する評価を専Flt汚さ野として評価される予定ですe今年の夏までに吉類を出して､夏か秋に現地調査に来ると思いま

すO今年の未か少なくとも来年の3月までには一正この評価結果をIL1け ことになると思います｡ この評価が我々が襟を

ただし､反省をしてきちんといい方向に行 く努力をするための契機になることを願っております｡また国立大学が法

人化されるとするならば､法人化されたあとの運営費交付金 (文部科学省から国立大学に出される補助金)の敬に何
らかのかたちで評価が反映される可能性が高いということもあり､真剣に考えざるをえないところにきています｡こ

れは長年の大学教育の問題点の累積の結果そうならさるをえない面もありますが､こういったことが健全な形でなさ

れることを望んでいるわけで､学問､数百が歪んでいくことのないように､最大限の努力をしなければならないと思っ

ております｡

rl本人は -一般的にパーソナリティがどこまで碓＼'!.Lているかというのは問題でして､外部からの圧力に対 してくじ

けがちです｡ですから､予算面の圧力によって学問本来の姿､教育の本来の姿が歪んでいくことが心配されますO少

なくとも私ども京都大学ではそういうことがないように個々の先住方がしっかりとした考え方で教育 しなければなら

ないと常々.言っております し､また､先生方 もそのように考えてくださっていると思いますO

いずれにしても､これからの大学の教育については､情報公開法ができる世の中ですし､ガラス張 りのなかで､き

インタ-ネットで講義をする場合､単に教室で今までのように講義する場合では､講義する先_/LJ_の姿勢が違 うことは

事実のようです｡そういうこともありますから､学牡からの教育評価､世の中の評価が健全なかたちで行われること

が有効ではないかと思いますOだれが聞いてくれてもiJl分はきちんとやっているんだと胸を張れる講義を毎回する精

神力を､鍛えなければならないと思います｡

今日はお忙 い ､中をたくさんの先/j･.方が遠いところからおいでいただきまして､本当にありがとうございましたC

今l]の討論会が有益であることをお祈りしたいと存 じます｡私､いっもですと最後までお聞きするのですが､今日は

残念ながら退官なさる先生の講演に行かなければなりませんので､もう少 ししたら失礼させていただきますCどうぞ

活発なご議論をいただきまして､この会が皆さん方にとって有益でありますことをお祈りLたいと存 じます｡どうも

ありがとうございました (拍手)｡
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